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積込中の温度上昇10°
F以内。
積込作業所要時間2．5
時間迄
1961．3．1以降購入車に
つき輸送中の食品の温
度＋15°F以内
冷凍機又は6時間以内
の輸送を＋15°F以下
を原則とする。
＋20°F迄を許す
室内と貯蔵温度を＋
10°以下。
空気温度と食品温度を
十10°F以下。
0°F原則
＋5°F迄許す
積込中の温度5°F以内。
積込作業…2．5時間迄。
1961．3．1－・一
＋10°F以内
ドライアイス等で冷や
し3時間以内の輸送で
十15°Fより十20°F迄
可。
室内と食品温度十5°F
以下。
空気と食品温度を0°F
以下。
0°F原則
＋5°F迄許す
積込中の温度0°F以下
積込作業…2．5時間迄。
すべての車につき……
・・¥5QF以下
ドライアイス等…
＋10°F以下を原則
＋15QF迄許す。
室内と食品温度＋5QF
以下。
空気と食品温度を0°F
以下。
すべての冷室は0°Fの
こと。冷蔵保温温度の
記録は，少なくとも一
年間保存せよ。
　15°F以上の貨物は
0°F迄急冷して正式
に冷蔵するように荷主
に提案せよ。
積込前庫内を＋20F迄
急冷せよ。
食品温度0°Fを上回る
ものを輸送返申出るこ
とを受けつけることも
不可。1時間超越する
ことに＋2°Fを許すも
合計＋10°F迄とする。
十20°F迄急冷せよ
受け入れてもよい最高
温度の意味
表2．　米国の冷蔵鉄道貨車数
年．．1一 総　　数 氷冷凍貨車数　　冷凍機付冷凍貨車数
1937
1939
1948
1951
1958
1962
161，762
147，187
126．378
114．　000
3
3，800
26 平　木　竜　雄
表3．　米国における生鮮食料と飲料水の冷凍鉄道輸送量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1960年）
表4．　米国における冷凍食品の冷蔵鉄道
　　　輸送量　　　　　　　（1954年）
統計年間
　　重量
　　内訳
11／3百万貨車
3，100トソ以上
38％　生鮮果実疏菜
32％　生鮮食料
16％　肉，その他Meat　Dackig　houseよりの
　　　食肉製品
7％　酒，その他飲料水，
4％　冷凍食品
2％　酪農品
10％　その他
統計年間
前年比で上記は，
　　　　　　　　　　～強31，800　車輌
4，800　　　〃　果実
10，600　〃疏菜894，　OOOトン
67300　〃 トリ
　　車輌数13．2％減，
　　食品重量6，8％減
表5．　米国における冷凍食品の輸送 表6．米国の冷蔵トラック， トレーフー
トラック　　鉄　　道
1951年
　52年
　53年
　54年
　55年
　56年
　57年
　58年
　59年
　60年
　61％
　66％
　72％
　72％
　68％
　72％
77．7％
79．・9％
80．9％
89．5％
　39％
　34％
　28％
　28％
　32％
　24％
　18％
17．　7％
15．5％
　0％
・ラ・列・・一・一
1939年
1961年
18，000
250，000※
10，000
50，000
　（推定）
※　のうち，冷凍食品を輸送するものは
　　約35，　OOO台ある
　OQF
十10°F
十18°F
十25°F
5，　OOO台
15，000台
10，500台
3，500台
表7，米国の冷蔵トレーラー製造台数
1950年　　3，　992
1951年　　3，895
1952年　　3，227
表9．　米国のデイスプレイキャビ
　　　ネット販売数量
表8．米国商業用レフリジレータ
　　　ーとショウケース販売量
］926年
1928年
1930年
1932年
1934年
29，000台
34，500台
29，　OOO台
18，500台
25，000台
1950年
1951年
1952年
1953年
1954年
1955年
17，　500台
15，200台
ユ8，700台
21，　000台
26，400台
31，68Q台
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すなわち，電気冷蔵庫は全米のほとんどすべての家庭にゆきわたったとみられることと・ホー
ムフリーザー，ロッカープラント，フリーザー，プロビジョナーの大普及と相まって，アメリカ
の消費者が直接支配する零度スペースは，ロッカープラントとホームフリーザーとで2億立方イ
ソチ以上と推定され，その冷凍食品収容能力は325万トンを超えるに及ぶという状態である・こ
のことは，消費面において一括購入の量が増大し，卸売価格の大量購買による経済性が高められ・
又冷凍食品の購入が増加することにより，生産地および消費地での冷凍食品化するための維持費・
流通部門でのコストがいずれも引き下げられ・又消費地における小売店での一消費老に対する包
装費が引下げられて，販売価格がさらに引下げられ，そうしてさらに冷凍食品消費老が増加して
いくというパターンを想像するのにかたくない。そして，この巨大な米国のコールドチエーンに
要するエネルギーは米国の消費電力量24億KWHを上回り，さらに百年以上の年月を費して到達
した今日の米国コールドチエーンを考えるとき，我が国のこのコールドチエーンの展開ならびに
実現をどの様に方向づけるか，多くの問題があろうと思われる。しかし，米国の例証の示す様に，
より進歩した食生活システムであるコールドチエーンを実現させ，食生活と生活の合理化に考慮
すべきであることは今更言うまでもないところであり，生産部門と消費部門，さらに流通部門を
個々的に検討することでは少くとも現代の生鮮食品をめぐる問題は少しも解決の糸口は見出す事
は可能ではないと思われる。　（未完）
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